











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全商姉 8.5 5.5 0.5 9.5 3.(） ４.〔） 5.0 ８．５ 7.0
農産物 4.0 3.0 1.5 4.0 －１．０ －１．０ 4.5 ３．５ 4.0
鉱産物 ６．５ 2.5 －５．５ ２．０ －２．５ ７．５ 1．０ ６．０ 4.5
ｒ業製品 1０．５ 7.5 2.0 12.0 6.0 4.0 5.5 10.0 8.0
産
全W１ に０、11 6.0 4.0 0.0 ５．５ 3.0 3.0 3.0 ４．５ 4.0
農闘 力 ２．５ 2.5 2.0 5.0 2.0 1.0 －３．０ 0.5 4.0
鉱iｉ 物 5.0 ３．５ －３．５ 0.0 －２．０ 4.5 0.5 ５．５ 2.0






























































1972 2４ 079 ８７ ４
1９７３ 2７ 547 100 0
1974 2７ 259 9９ 0
]９７５ 2４ 064 ８７ ４
1９７６ 2７ 463 9９ 【Ｉ
1９７７ 2７ 641 100 ３
1９７８ 2６ ０４４ 9４ ５
1979 2６ 793 9７ ３
1９８０ 2２ 844 8２ ９
1981 1８ 424 6６ ９
1982 1４ 203 5１ ６
1983 12,507 4５ ４
1９８４ 12,044 4３ ７
1985 10,926 3９ ７
1986 1２，９４０ 4７ 0
1９８７ 12,060 4３ ８
1988 13,367 4８ ５
1989 1５，２２４ 5５ ３








































































































































８ ７ｌ１ｌ０ｌ２－７ｌ５ｌ０ 3２2５1３７７７６ ５－ｌｌ１ｌ５ｌＩｌ２－７ ５８2０1０８６【Ｉ ９ｌ５ｌ５ｌ４ｌ８ｌ８ｌ２ ２３３４４ ８ｌ９ｌ７ｌ５ｌ６ｌＩｌｌ ２６1２2０2２2５2６ ７３９５８６３ 3３4８5２6７７１7３7４ ２ｌ０ｌ６ｌ８ｌ５ｌ７ｌ８
概して先進国では産出されないために，発展途上国の輪'11の二|ﾐ役を111う
ものとなったのである。発展途上国輸出のなかで，８０年代後半にその
シェアを急I灸昇しているものに機械・輸送llj機器があり，食料，原料を
抑えて第二位にのしこがっている。それは１９６５年にはわずか１．１％で
あったのだが，８９年には18.2％に大きくiii逃し，したがってその結果，
発展途上国における輪１１１総額のなかで工業製品の占めるシェアも，８７
年にははじめて５０％を超え，８９年には５５．６％に増大している。
発展途-ｋ国の経済構造を反映しているものとしての輪'11構造の以ｌＺの
ような変貌の背景となっているものに，アジアＮＩＥＳ（１）および
ＡＳＥＡＮ(2)諸国の経済的発展があることはいうまでもない。その点で，
発展途上国のなかからアジア地域のみを取り出したものであるが，第５
表から明らかなように，アジアにおける機械・輸送用機器の輸出シェア
は，８０年代に人って急噌し，８９年には８０年のシェアの二(舟を超える
26.3％を111めるにいたっており，］二業製,W,計においても７４．８％に拡大
している。かつてアジアは，アフリカと並んで典型的な植民地型生産構
造をもつ地域であり，先進諸国に対してもっぱら食料・原料を供給すべ
<，長期間にわたって宗主国の支配を受けていた。そのことは１９６５年
における食料・原料合わせて５９．２％という輪'１|シェア（第５表）から
もある程度うかがえるもので，このように６０年代にいたっても，アジ
アにおいては植民地型貿易が色捜<残っていたのである。したがって，
８０年代に人ってのアジアにおける地機変動ともいえる以上のような輸出
構造の一大変革によって，アジア諸国はかつての植民地的モノカルチュ
アから完全に脱却したといってよく，食料輸出シェアでは先進国のそれ
を下liJ1ってさえおり，ますます先進国型輸出構造に接近しているのであ
る。この点で，先進国間のみならず，先進国対アジア，アジア諸国間に
おける工業製品をめぐる競争の熾烈化は，２１世紀にかけて不可避なこ
とといえよう。
（１）アジアＮＩＥＳとは軸国，台湾，番港およびシンガポールをさす。
５１０
1980ｲ|ﾐ代の世界貿易柵造
第６表東南アジア諸国の貿易（Ⅲ1位１０億ドル）
ｉｆI料：ＩＭＦ．Ｉ)irecIiI)nDfTrndcStatisIic笥，ｉｆｌｊｏ
（２）ＡＳＥＡＮとは，インドネシア，シンガポール，タイ，フィリピ
ン，ブルネイ，マレーシアをさす。ただし，第６炎からブルネイは除か
れている。
アジア地域のなかからＮＩＥＳとＡＳＥＡＮを取り１１Ｉして，1976年から
９０年にいたる貿易の発展をみたものが第６表であるが，８０(Iilt後半に
おける伸びがいずれの国もいちじるしいことがわかるであろう。７６年
と比較して９０年の各国の輸出の伸びは，韓国９．７倍（９．３倍)，台湾
8.6倍（７．３倍)，香港17.2倍（８．７倍)，シンガポール14.4倍（１７．９
倍)，インドネシア４．０倍（３．２倍)，マレーシア１１．７倍（８．５倍)，タ
イ１４．８倍（１２．５倍)，フィリピン５．０倍（4.0倍）であり，これらを
総i;|すれば10.3倍（７．８倍）となる（カッコ内は同期Ｉｌｌ１における輸入
の{Illび)。１５年間に平均して輪'１１では１０．３倍，輸入では７．８倍の飛躍
的な伸長ぶりを示した束南アジア諸国の貿易は，同期間における先進国
の貿易の伸び－輸出４．３倍，輸入４．２倍一を大きく｜z回るものである。
アジアＮＩＥＳおよびＡＳＥＡＮの経済成長は，先進国にとって一方では強
５１１
大な競争相手として脅威となるだけでなく，他方ではかれらの製,１１１１の輸
出市場として重要性を燗すという二重のいみにおいて，世界経済の今後
の展望にとって重大な鍵を握っているといえよう。
最後に，アメリカ・ＥＣ・日本といういわゆる三極の1980年代にお
ける貿易榊造を検討しておきたい。まずアメリカであるが，第７表一
(1)によれば輸川が輸入を_上回っているのは食樋と化学製品のみであ
I〕，残りの品目は入超を示している。入超品目の岐大は機械・輸送用機
器で，その入超額は８９年には449億ドルに｣ユリ，これは同年のアメリ
カの入超総額1293億8000万ドルの３４．７％にあたる。機械・輸送用機
器貿易は80年には249億ドルの出超であったから，８０年代を経過して
急速に悪化したのである。この品目は８９年現在，対ＥＣ５７億ドルの出
超を示しているのに対し，対日では636億ドルという記録的な赤字を示
したから，機械・輸送用機器貿易の対}]赤字分だけで，アメリカの|司年
の入超総額の約半分を占めていることになる。
その他の品目についてアメリカの対ＥＣ貿易をみれば，食極における
出超を含めて第一次産品貿易は概して出超であるのに対し，工業製品で
は８５年，８９年いずれも入超であるが，その額は８５年の229億ドルか
ら８９年には５７億ドルに激減している。対|]貿易については，食枇を含
む第一次産品ではアメリカ1111の大幅な黒字であるが，iii述のように機械
・輸送用機器貿易においては，年々アメリカ側の赤字が巨額に上り，ア
メリカの総体としての対日貿易の赤字要因を形成している。機械・輸送
用機器に関して，アメリカはｕ本に対して大幅な遅れをとっているだけ
でなく，発展途上国に対してさえ，８０年249億ドル，８５年４０億ドル，
89年２１億ドルと黒字額をいちじるしく減少させており，その結果，そ
の他の工業製品を含めた製,品計において，８５年以降アメリカは巨額の
赤字を示し，世界経済における工業力の比較優位の喪失を如実に反映し
ている。
また１日ソ連を除けば，世界最大の産油国（１９９０年現((E）であるアメ
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1980年代の世界貿易構造
リカの燃料輸入は，８０年から８９年にかけて３２％減少したとはいえ，
同期間における減少率ＥＣ４４％，日本３７％より小さく肘依然として石
油消費大国を誇っている。８９年におけるアメリカの燃料貿易は４６０億
ドルを超える赤字であり，それは同年の貿易赤字総額の３５．７％を占め，
同国貿易赤字の大きな構成要因をなしている。一般に，先進工業国が発
展途'て国との第一次産品貿易において大幅な赤字になるのは，避けられ
ない現象だといってよい。しかし日本・ＥＣ等の先進工業国と違って，
アメリカは第一次産品貿易赤字を対発展途上国製品貿易の黒字によって
カバーしきれず，両者とも大幅な赤字を生む構造になっているところに，
1980年代後半以降のアメリカの国際収支悪化の深刻さがあるといえる。
ＥＣについては，すでに述べたように域内貿易のシェアがきわめて高
いのが特徴であり，しかも総じてどの品目においても域内間のバランス
がとれているのが一見して明らかである（第７表一（２）参照)。域外
貿易に目を転じれば，対発展途一ｋ国貿易のなかでの第一次産品貿易は赤
字額が漸減しているとはいえ，なお８９年663億ドルの入超であり，そ
の大半は燃料貿易におけるアンバランスに起因している。すなわち，概
して石油資源をもたないＥＣ諸国は対発展途｣三国貿易のなかで燃料貿易
に大きなウェイトをおかざるをえず，それは８０年に１０７６億ドルという
莫大な赤字に達した。８０年代を通じて燃料輸入を激減させた結果，８９
年には80年の燃料輸入額の40％にまで縮小させている。燃料を含めた
対発展途上国第一次産品貿易における赤字分の大体７０％iiij後を，ＥＣ
は対発展途上国工業製品貿易の黒字でカバーしている。対発展途上国貿
易のなかでいちじるしい変化は，機械・輸送用機器に関してであって，
この品目の発展途_上国の対ＥＣ輸出は８０年にわずか５７億ドルにすぎな
かったが，８９年には２０８億ドルにまで伸長させ，したがってＥＣ側の
機械・輸送用機器貿易黒字額は，８０年の476億ドルから８９年の340億
ドルに約３０％近く減少させていることである。これに伴って，当然に
ＥＣの対発展途上国工業製品貿易における黒字幅も縮小しつつある。
５１５
ＥＣの対米貿易に関しては，総体としてみればバランスの変動が激し
いが，それは機械・輸送用機器貿易における両者のバランスに連動して
起こっているといってよい。しかしＥＣの対日貿易については，対米貿
易にみられたような変動はみられず，総計では８０年の１３０億ドルから
89年の296億ドルへ２倍以上の赤字を出しており，その主因はアメリカ
と同じように，機械・輸送用機器貿易における大幅な赤字にある。すな
わち，ＥＣの対日機械・輸送用機器貿易赤字は８０年１１０億ドル，８５年
157億ドル，８９年325億ドルと年々拡大する傾向にある。このいみでは，
ＥＣはアメリカとともに機械・輸送用機器部門における対日競争力を喪
失しつつあるといえる。このように，機械・輸送用機器貿易にみられる
ＥＣの対日赤字，対発展途上国黒字という破行的状態は，発展途｣-ｋ国の
激しい追い上げに遭遇して，今後のその展開自身が問われている。
日本の貿易（第７表一（３）参照）について最後にみておくが，すで
にアメリカ・ＥＣについて検討した際に言及したように，日本の輸出貿
易の主役は，いうまでもなく機械・輸送用機器であり，８０年代を通じ
てその貿易黒字をいちじるしく拡大し，対世界貿易でみれば80年の６７５
億ドルから８９年にはその２．５倍にあたる１６５６億ドルにまで|司部門の黒
字額が伸長している。８９年のこの黒字額のうち，対先進国貿易で66％
に当る１０９２億ドルを受け取っており，この点から米・ＥＣ・日の三極
における貿易摩擦の焦点が機械・輸送用機器をめぐる問題にあるといっ
ても過言ではない。対米貿易のなかで日本側に大幅な赤字が出ている食
糧貿易は，８０年代を通じて対米依存を強めてますます赤字|幅を大きく
しており，この食極を含む第一次産品計では対米のみで89年に２１２億
ドルに上っている。他方，工業製品貿易に関しては，日本の対米黒字は
89年に660億ドルであるから，数字の上からいえばアメリカは日本に対
しては農業国としての地位に位置づけられることになろう。この点は日
本の発展途上国との貿易についてこそまさにいえることであるが，それ
がここでは世界最大の工業国アメリカにも妥当するという事態が生じて
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いる。ＥＣ同｢様，日本も石iIll資源をほとんどもたないのであるから，ロ
本の燃料貿易の赤字は厄額なものに|･｣)，８０年の赤字６１８億ドルが８０
年代を通じてほぼ半減しているとはいえ，８９年にはなお３３４億ドルの
赤字を生み出している。その結果，｜｣本の対発展途｣三国第一次産品計で
（３）の貿易赤字(よ８9年に５４２億ドルIこ卜ったが，｜司年の対発展途上国製,W，
貿易の黒字５７９億ドルによってカバーしているので，その限りではＥＣ
同様，日本の対発展途卜国貿易ではｌＩｌｌ題はない。
（３）原illlllli格がかなI)低落した８０ｲﾄﾞ代を通じて，こうした貿易収支
Ｌのバランスのみでは石illlilliHiの実態を捉えきれないので，これを駄的
側面から数字をあげておく。1980年のlj;Iilll輸入鐘を１００とする８９年の
指数は，主要先進国では[１本80.7，アメリカ118.8，ドイツ88.7，イギリ
ス86.2，フランス６<).l，イタリア71.9，カナダ87.1であった。また原１１１１
に石油製品を加えた石illl輸入I,（（80年＝１００）を上と同じく指数で表わ
すと，８９年には日本98.0，アメリカ120.5，ドイツ98.2，イギリス
103.8，フランス７６．３，イタリア９４．７，カナダ113.6であった。このよう
に，アメリカを除けば，１１本をはじめとする主要先進国の石油需要は，
一方では絶対的に，他力では80年代を経過して巨人になった各国の経済
規模に比して相対的にかなり減少しているのである。これはある程度第
４表からもうかがえることである。
対ＥＣ貿易に関していえば，アメリカ同様，機械・輸送用機器では日
本の大幅な受取超過を示しており，それが大部分反映して全体としての
］:業製品の貿易黒字を形成している。
4．おわりに
われわれはいままで1980年代の11t界貿易の構造を，地域別・iKi品別
に検討してきた。そこでIﾘ|らかになったことをここでまとめて小稿の結
語としたい。
１９７０年代における:lillにわたるオイル・ショックは，世界経済に大
きな混乱をもたらすことになったが，とくに７８年から８２年にかけての
５１８
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原油価格の高騰は，世界経済の転換期をなしたといってよい。すなわち，
主要な先進国はこの過程を通して本格的な石iIlII勘価格時代に対応すべ<，
石油多消費型生産構造をその節約型，あるいは脱石油型へと転換を図っ
ていったのである。その結果，８０年代後半の機械・輸送用機器部門に
おける競争上の優劣がはっきりし，１１本の優位性が確立されていった。
すでに検討したように，１９８０ｲﾄﾞ代の'１１界貿易の１{流は機械・輸送用
機器であったが，日本の輸出シェアにおいて，それが「その他の工業製
品」を追い抜くのは１９７１年であって，1965年には後者の５４．３％に対
し，前者は３１．３％にすぎなかった。また絶対額において，Ｕ本の機械
・輸送用機器輸出額がアメリカのそれを'-.1111るのは１９７７年であって，
西ドイツのその輸出額を抜き去るにはそれからなお４年の年月を必要と
したのである。機械・輸送用機器（ＮＣＩ作機Wj〔，コンピューター，家
電機器，通信機器，自動車等）のなかで，肢大の輸出シェアを占めるの
は日本の場合には自動車で，その輪'１１額においてアメリカを１９７６年か
ら，また西ドイツを１９８０年からそれぞれ凌j財するにいたり，日本は世
界一の自動車輸出国となったが，それに伴って|｣本に対する風当りが強
くなっていったことはいうまでもない(1)。こうした事態に対応すべ<，
日本の自動車業界は１９７０年代末から８０ｲ１２代初頭にかけて各メーカーと
も踵を接してアメリカに生産基地を移動させていったのである。日本の
に1動車産業がアメリカにおいて岐初に操業を|)'1始したのは，1982年１１
月のことであった。
（１）１９７９年１１月ｌ［|，当時の全米|芒llIMIilI労組（ＵＡＷ）会長フレー
ザーは，日本車ボイコットを発汽したが，これが発端となって日米自動
車摩擦が発生したといわれている。クライスラー，フォードの経営不振
のもとで，アメリカ自動車産業は1980ｲＩｉ３Ｈ，２２万人におよぶレイオ
フを実施していった。米議会はこれに対処すべ〈保謹主義的色彩が強い
Ｆｌ動車輸入規制法案をつぎつぎに打ちlllしていった。1981年５月の東京
における日米会談によって，1981イＩｉ４)｣からＩイＭＨ（のち延長を操返
す）日本の対米日勤車輪川台数を１６８万台にF1王規制することで決着し
た。
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もともと，先進国における生産基地の国際的配置についての戦略は，
発展途1.国を対象に主要な原料資源を，ｋｌｉｔの低賃銀労働者の動員によ
って収奪するという織造を定諦させることにあった。それがこんにらで
は先進国間においても生産拠点の移動がおこなわれることになったのは，
貿易摩擦に象徴される現代世界経済の不均等発展が尖鋭化した証左とい
えよう。
エネルギー危機に対処するために，アメリカのフォード大統領のもと
で1975年エネルギー法が制定され，アメリカの自動車産業のための燃
料効率基準が設定された。それによって，今後10年間に新''１の燃費基
準を２倍に引上げるというもので，アメリカのi]動車産業は従来の大型
車より小型１１１へのI|騒換を余儀なくされることになったが，それはそれま
で小型車をめぐってもっぱらおこなわれてきた[1本とiLi欧の|÷1動車産業
における競争に，アメリカのメーカーまで巻き込むことになったのであ
る。乗用車をめぐる日本・西欧・アメリカの三種間競争が新しい局面を
迎えることになった。
以化のような[iujlj車を含む機械・輸送用機器輸出をめぐる先進国間競
争の激化に加えて，発展途｣-1F１，とりわけアジアＮＩＥＳが80ｲ１２代後半以
降，それに割り込むかたちで新規参入を果たしてくる。先進国の生産基
地の分散化に伴う技術移i転をi、じて成長したアジアＮＩＥＳにおける氏族
資本が，低賃銀労働をフルに利用することによって機械・輸送用機器部
門における競争力を強化することができたからである。こうして，機械
・輸送用機器をめぐる市場再分割競争は，もはや先進国間のそれに限定
される時代を完全に過去のものとして葬り去って，文字通りグローバル
化したのである。ＥＣやＥＦＴＡの再編，ＮＡＦＴＡあるいはＡＦＴＡ
(アジアロト11貿易迎合）への1liIlきなど，世界市場における地域化をiiij提
とする世界経済の再編は，１９９０年代において必至であり，こうした地
域化がただちにブロッキズムをいみしないまでも，保護主義的性格を強
化しつつlU:界政治の離合において，ＧＡＴＴによって規定された｢1111質
５２０
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易ルールのレーゾン・デートルを激しく揺さぶっていくであろう。
〔以上〕
(1992年９月１５日）
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